
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月 

鹿児島県教育委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

Ⅱ 「学習者主体の授業」の必要性 
 ～主体的・対話的で深い学びを実現するために～ Ｐ２～Ｐ５   

   平成 27年３月に、学び続ける教員の手引書として「学びの羅針盤」が発刊され、これまで
各学校の授業改善を目指した校内研修など様々な機会で活用されてきました。 
令和６年度の改訂では、中教審令和３年答申において示された「個別最適な学び」と「協
働的な学び」の一体的な充実を図り、「主体的・対話的で深い学び」をより一層推進するため、
「学習者主体の授業」の実現を図るよう大きく刷新しました。その後も、令和７年度、８年
度で改訂を重ねています。令和８年度版では、これからの時代に、なぜ「学習者主体の授業」
が必要とされているのか、さらに、「学習者主体の授業」を進めていくためにはどのような考
え、方法が必要になるのかについて述べています。また、後半には「学習者主体の授業」の
実践例を掲載しています。 
なお、本資料は、掲載されている方法や実践例を各学校においてそのまま画一的に適用す
ることを意図したものではありません。これからの時代に求められる学びの方向性を示す「羅
針盤」として、各学校がそれぞれの実情に応じて「学習者主体の授業」を実現していくため
の考え方を共有することを目的としています。本資料が、教員同士の対話や実践の振り返り
を促し、さらには保護者の方々とも学びの在り方を考える契機となることを期待しています。 

   子供の学びの深まりや学力は、授業の質や学校全体の取組により大きく左右されます。だ
からこそ、個々の教員や学校は、一人一人の子供と学校全体の学力の現状を真摯に見つめ、
質の高い授業の実現や授業改善に向けた学校の組織的な取組の充実を目指さなければなり
ません。そのために、先達がこれまでに蓄積してきた知見を生かし、教員一人一人が主体性
を発揮し、同僚性を高めながら研鑽に努めていくことが求められているのです。 

   最後になりますが、発刊につきまして御協力いただいた鹿児島県学力向上検証改善委員会
をはじめとする関係の皆様に、厚く御礼申し上げます。 

         令和８年３月 
                           

「学習者主体の授業」による学びの質の向上 Ｐ６～Ｐ25 Ⅲ 

発刊に寄せて 

１ 子供たちにどのような資質・能力を育成すればよいですか            

２ 子供たちの資質・能力を育成するためには何が求められていますか 

３ 鹿児島県の子供たちの学力や学習状況の現状はどうなっていますか    

…Ｐ２ 

…Ｐ３ 

…Ｐ４ 

Ⅰ 

１ 「学習者主体の授業」を実現するにはどのような考えが必要ですか 

２ 「学習者主体の授業」はどのようにデザインすればよいですか              

３ 「学習者主体の授業」は、具体的にどのように進めればよいですか 

４ 「学習者主体の授業」とつながる家庭学習はどのように進めればよいですか 

５ 「学習者主体の授業」を実現するために、どのような研修が必要ですか 

６ 「学習者主体の授業」の効果を高めるために必要なことは何ですか 

 視点Ⅰ 「生徒指導」の視点を重視した授業改善 

 視点Ⅱ 「特別支援教育」の視点を重視した授業改善 

 視点Ⅲ 「教育ＤＸ」の視点を重視した授業改善 

７ 「学習者主体の授業」の実践例はありますか 

…Ｐ６ 

…Ｐ７ 

…Ｐ７ 

…Ｐ10 

…Ｐ12 

 

…Ｐ13 

…Ｐ14 

…Ｐ15 

…Ｐ16 

鹿児島県の教員として Ｐ１ 

中教審令和３年答申では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実
させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげることが求め
られています。二次元コードを読み取り、その概要を確認しておきましょう。 

   ←「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す， 

     個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）（中教審第 228号）【令和３年１月 26日】 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm


 

 

  今、私たち教員に求められていることとは  

   子供たちを取り巻く社会は大きく変化しています。 
    今、私たち教員に求められていることは何なのでしょうか。。 
  

「教えることは 学ぶことである 
 学ぶことは 深く生きようと願うことである」 

総合教育センター「教學一如」の碑から（一部抜粋） 
 

子供たちと共に学び、深く生きる。南北 600kmのステージで、私たち教員にはその喜び
が与えられています。 
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通じて主体的・対話的で深い
学びを実現することが、子供たちだけでなく、「新たな教員の学びの姿」として教員にも求
められています。 
子供の学びと教員の学びは「相似形」とも言われています。「学ぶ」ことを楽しいと思え
る教員と一緒にいてこそ、子供たちの学びは豊かになる、幸せにつながる。そう信じてい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ⅰ 鹿児島県の教員として 

   ←「かごしま県教員等育成指標」 

    【令和８年４月（一部改訂）】 
   ←「教育公務員特例法」 

「教育公務員は、その職責を遂行
するために、絶えず研究と修養に努
めなければならない」とあります。 
第 21条「研修」をチェック！ 

－１－ 

教員としてのキャリアステージに
応じて求められている資質があり、
県では「かごしま県教員等育成指標」
としてまとめています。 
 

http://www.pref.kagoshima.jp/ba04/kyoiku-bunka/school/kenshu/taikei/kensyutaikei.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo1/gijiroku/attach/1347155.htm


 
 
  

 １ 子供たちにどのような資質・能力を育成すればよいですか  

 
 
 
 
 

    
○ 深刻さを増す少子化・高齢化、協調・競争と分断・対立により混迷の度を増すグローバ
ル情勢、気候変動に伴う自然災害の激甚化、生成ＡＩなどデジタル技術の発展といった大
きな変化が相まって、社会や経済の先行きに対する不確実性がこれまでになく高まってい
ます。 

○ このように子供を取り巻く環境が大きく変化する中で、現行の学習指導要領では、子供
たち一人一人がよりよい社会と幸福な人生の創り手として必要となる力を身に付けるこ
とができるよう、「何を学ぶか」（取り扱う指導内容）だけでなく、その内容を学ぶことで
「何ができるようになるか」（資質・能力）も示されました。 

○ そして、育成すべき資質・能力を「生きて働く知識及び技能」、「未知の状況にも対応で
きる思考力・判断力・表現力等」、「学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・
人間性等」の三つの柱として整理しています。 

○ 私たち教員は、学校教育目標の実現に向けて、子供たちに育成する資質・能力を校内で
共有し、具体化の手立てを教育課程に反映し、意図的・計画的に実施、評価、改善してい
く必要があります。 

○ その際、子供たちや地域の実態を踏まえた上で、例えば生徒指導や特別支援教育、教育
ＤＸの視点などを有機的に関連付けながら、総合的・包括的に運営していくカリキュラム・
マネジメントが重要です。 

○ また、教育の目的について、その法的根拠を理解しておくことも重要です。教育基本法
に掲げられている教育の目的についても、下の二次元コードから確認しておきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育基本法についても確認して 
おきましょう。 
第１条「教育の目的」もチェック！ 

学校教育法についても確認 
しておきましょう。 
 第 30条第２項とも関連！ 

   ←「教育基本法」    ←「学校教育法」 

   学習指導要領では、知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育むことが求められています。 
 そのため、全ての教科等において、資質・能力の三つの柱である「知識及び技能」、「思考力、判断
力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」をバランスよく育成していく必要があります。 

 

Ansｗer 

「学習者主体の授業」の必要性 
 ～主体的・対話的で深い学びを実現するために～  

Ⅱ 

－２－ 

https://www.mext.go.jp/b_menu/kihon/about/mext_00003.html
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=322AC0000000026
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1383986.htm#section4


２ 子供たちの資質・能力を育成するためには何が求められていますか  

 
 
 

   
○ これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続け
ることができるようにするためには、学習の「成果」だけでなく、学校での学びの「過程」
において、主体的に考え、対話を通して考えを広げ、学びを深めていくという「主体的・
対話的で深い学び」の実現が求められています。 
○ 一方、下の図にあるように、子供たちの実態は多様化しており、理解度や認知の特性、
興味・関心等には大きな個人差があります。 
○ このような状況において、特定の指導方法や学習方法を全員に取り入れたからといって
全ての子供の学びを「主体的・対話的で深い学び」にできるとは限りません。 
○ 「主体的・対話的で深い学び」を通じた資質・能力の育成を、誰一人取り残さず全ての
子供に実現できるようにしていくための視点が、「個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実」です。 
○ 中教審令和３年答申においては、目指すべき「令和の日本型学校教育」の姿を「全ての
子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現」としています。 
○ 子供たち一人一人の理解度や認知の特性、興味・関心等を踏まえた「個別最適な学び」
と、それらの学びが孤立することがないようにする「協働的な学び」を一体的に充実する
ことで、全ての子供たちに対して、「主体的・対話的で深い学び」を実現することができ
ます。 
○ 持続可能な社会の創り手に必要な資質・能力の育成のために、「主体的・対話的で深い
学び」の実現に向けた授業改善に取り組むことが求められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」を図り、「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた取組を推進することです。 

Ansｗer 

（出典）文部科学省 
「教育課程企画特別部会に
おける論点整理」 
【令和７年９月 25日】を 
基に作成 

－３－ 

（出典） 
文部科学省「個別最適な学び
と協働的な学びの一体的な充
実」のためのサポートマガジン
『みるみる』 

このような、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の視点をもった「主体
的・対話的で深い学び」が実現する授業を「学習者主体の授業」とし、これを実現する
ことが必要になります。 

  

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6


３ 鹿児島県の子供たちの学力や学習状況の現状はどうなっていますか  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 【各教科の平均正答率及び観点別平均正答率】 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
          
 
 
 
 
     
 【児童生徒質問調査から】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

全国学力・学習状況調査の結果から、小学校は全国平均正答率とほぼ同程度の状況にあ
ります。層分布で見ると、学力下位層の割合が全国と比べて低いものの、上位層の割合も
全国と比べて低い傾向にあり、基礎的・基本的な学力の底上げが図られている一方で、学
力の伸長には課題が見られます。中学校は全国平均正答率を下回り、学力下位層の割合が
全国と比べて高い傾向が続き、その差が広がっています。このことから、学力の二極化が
進んでいる状況がうかがえます。 
 また、小・中学校ともに「課題の解決に向けて自分で考えて取り組む」などの主体的・
対話的で深い学びに関する項目や、「分からないことや詳しく知りたいことがあったとき
に、自分で学び方を考え、工夫することができているか」という主体的な学習の調整に関
する項目が低いことなど、「学びに向かう力、人間性等」に関する調査において依然とし
て課題が継続しています。 

Ansｗer 

全国学力・学習状況調査結果
から子供の実態が分かります。 

鹿児島学力・学習状況調査の
分析結果も確認しましょう。 

   ←鹿児島県教育委員会 

   「鹿児島学力・学習状況調査報告書」 

（旧鹿児島学習定着度調査） 

 

  
 

←鹿児島県教育委員会 

「全国学力・学習状況調査鹿児島県結果分析」 

※ 数値は「当てはまる」と回答した割合（％） 

－４－ 

※ 令和７年度「全国学力・学習状況調査 
鹿児島県結果分析」から抜粋 

※ 網掛けは観点別平均正答率で，全国と比べ 0.5ポイント以上下回っている項目 

https://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku-bunka/school/koukou/shinro/gakuryoku.html
https://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku-bunka/school/teichaku/kiso/index.html


年度当初に、学校教育目標（①）や目指す子供像（②）を確認しましょう。 
  また、校内研修等において、自校の子供たちの姿（③）を振り返り、育成したい資質・能
力（④）や目指す授業像（⑤）について語り合い、観を交流しましょう。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 学校教育目標  

 
② 目指す子供像  

 
③ 自校の子供たちの姿 

 

 

④ 育成したい資質・能力 

⑤ 目指す授業像 

－５－ 


